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玄さん「LINE」スタンプへの道

～わしは、スタンプになるんじゃ！～
豊岡市では、現在facebook、twitter、ブログを活用し、玄武岩の「玄さん」を通じた市の情報発信をしている。

これに加え、LINE株式会社が運営するコミュニケーションアプリ「LINE」にLINE@アカウントを開設し、さらに情報発信を強化する。

１　LINEとは

⑴　国内最大級、世界230カ国で利用されている無料通話・無料メールアプリ
⑵　現在世界で１億6,000万人、国内約4,500万人以上のユーザーが利用（5/21時点）
①　利用例

京都府、福岡市など
　　　例）京都府　　　　　　　　　　　　　例）福岡市
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２　「LINE＠」アカウントとは

⑴　LINEでメッセージ配信ができる企業や公共団体向けのサービス
⑵　LINE@アカウントを登録したユーザーに対し、イベント情報などを送信できる。
⑶　LINE@アカウントの開設には、月額5,250円の費用がかかる。パブリックアカウント（地方自治体などの公共サービス専門）については無料だが、開設には審査に通る必要がある。
⑷　豊岡市はすでに審査に通り、LINE@アカウントを開設済みである。
３　豊岡市「玄さん」のLINE＠アカウント

⑴　開始日
　　６月３日（月）
⑵　活用方法

①　LINEでは、キャラクターのさまざまなスタンプが作られ、スタンプを活用したコミュニケーションが行われている。
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②　このようなLINEの特徴を生かし、豊岡市のマスコット「玄さん」を活用して、単発でなく、ストーリー性を持たせた情報発信を行う。
スタンプ例
【「玄さん」のLINEストーリー】
兵庫県の北部・豊岡市。ここに、世界ジオパーク「山陰海岸」と豊岡市のPRをする“玄武岩の「玄さん」”がいる。「ゆるキャラ」には珍しくしゃべることができる「玄さん」は、豊岡市で人気が沸騰。今では、豊岡市内のイベントに登場すれば常に多くの市民に囲まれる存在となり、在阪のテレビ局からは、何度もインタビューを受けるまでに。「わしは、人気もんじゃ」と鼻高々の「玄さん」は、自信満々で「全国ゆるキャラグランプリ」にエントリーする。
　ところが！結果は、２２位（２０１１年）と中途半端な結果に終わり、１位には友達の「くまモン」が輝く。「玄さん」は、自分の全国での人気の無さにショックを受ける。そして、大人気の「くまモン」は、一足先に「LINE」のスタンプになった。
くまモンのように、「玄さん」の人気が高まり、LINEの友達数（豊岡市公式アカウントの読者）が増えれば、将来的にLINEのスタンプになれると信じ、友達を増やすためにさまざまな活動（努力）を行っていく。
ここから始まる「玄さんスタンプへの道」。「玄さん」の努力が始まる・・・
⑶　「玄さん」の活動
①　LINEの友達（豊岡市公式アカウントの読者）が増えれば、スタンプになれると信じ、友達を募集する（イベントや駅前でビラ配り、ブログで呼びかけ）

②　スタンプになる秘訣を聞きに既にスタンプになっているキャラに会いに行く
③　スタンプをデザインしてくれそうな漫画家の先生にお願いに行く
④　もしかしていいことをすればスタンプになるのではと考え、ゴミ拾いなどの社会貢献をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
これらの「玄さん」の活動を豊岡市LINE＠公式アカウントで公開！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔問合せ〕環境経済部大交流課　TEL0796－21－9016
　その他　
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